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＜連絡事項＞
· 1/30  14：00より、青山荘にて巴勇樹様のケア会議あり。退所後の援助について主に検討する予定。（月舘参加）

· 1/31  月報作成・提出。

＜外来より情報提供＞

· 高橋　百壽様～調子の悪さを訴えている。主治医より、日常生活を送る為のトレーニングも必要
　　だが、療養も必要であるとの説明あり。入院の勧めに対し、本人様より「入院し
　　たくない」との意向聞かれ、ご家族と相談してみるように説明している。

· 晴山　美智子様～職場実習について「4時間働いて1000円の賃金をもらっている」と話されている。

· 森田　清助様～　1月26日頭痛の訴えあり受診カロナール処方されていることを看護師より主治
　　医に説明している。主治医より頭痛と血圧高値の時期が同じであるとの話あり、
　　血圧の高い時は休むようにとの説明している。

· 我満　奈津紀様～　弁当を買わず、自炊を行っていると話されている。自炊を続け、バランスの良

　い食生活を営むようにとの声掛けあり。

· 秋山　和子様～外来スタッフに、現在下痢をしているため水曜受診時にラックビー処方してほし
　　いと希望している。

＜利用者様情報＞

· 杉沢　恵子様～　1/27（金）弟様より電話相談あり「最近、寝タバコがひどく、本人に注意するが
　　全く聞かない。今まで何度もボヤ騒ぎを起こしているし、家族のほうがストレス
　　で参ってしまいそうだ。青山荘の入所もなかなか難しそうだし、入院させたい」
　　と話されている。昨年に弟嫁様が同様の件で主治医に相談した際、「入院して
　　も寝タバコがなおる可能性は少ない。一時的なものでしかない」との説明あった
　　ことを再度伝えているが、「もう私達（弟家族）が出て行くしかないというとこ
　　ろまで来ている。でも父のことも心配だし、もし火事になったら…。入院につい
　　て主治医に相談したい」と話す。医事室と調整し、2/1（水）に家族と本人とで
　　主治医に相談することとしている。
　　1/30（月）本人と面談。寝タバコの件で弟様から相談があったことについて話す
　　と、本人「金曜に家に帰ってからまた怒られた。けど、また昨日寝タバコしちゃ
　　った」と笑いながら話す。なぜ寝タバコをやめろと怒られるのか理由が分かりま
　　すか？と聞くと「分かんない」と答えられる。　今まで何度かボヤ騒ぎを起こし
　　ていることは本人も認めており、火事になる危険性、本人だけではなく家族の生
　　命の危機に関わることであると説明するが「はあ…」と返答するのみ。　家では、
　　換気扇の下で吸うことは許されているとのことで、吸う場所を守るよう話すと
　　「分かりました。もう寝タバコしません」と話す。
· 川口　律子様　～「デイケアに来たくない。人間関係に疲れる。晴山さんの参加する月曜日と運動
　　プログラムのある水曜日に通所したい」「もう26歳だし、そろそろ子供欲しい」
　　と話されている。週に2日の通所日以外の日には、青明舎を利用すると話され
　　ている。また、本人様が朝早くに起床してしまい、1人でアパートにいると不調
　　になると話されている。当面はデイケアに一旦来所し、様子を見てから通所日に
　　関して検討する事を説明している。また、子供の件に関しては主治医に相談して
　　みるように説明するも、「いや。言わないで」と話されている。服薬しないと調
　　子が崩れる事を本人様自覚しており、当面は子供の件よりも通所の事を考えてい
　　くように声掛けしている。
· 田名部　浩平様～外来待合室の木製椅子にて横臥されており、スタッフが声掛けしている。頻回に
　　外来待合室で寝ていることに関して「眠いから」と話されている。睡眠時間に関
　　して「22：00から23時頃に寝て、朝は7：00頃に起きる」と話されている。十
　　分な睡眠時間を確保できていること、日中も寝ていれば夜間の睡眠に支障を来た
　　す事説明している。
· 晴山　美智子様～体重83．5kg。デイケア男性メンバーの庭野弘樹様から電話番号を教えてもらい、
　　自宅に電話するが母様応じられた為何も言わずに電話を切ったこと話されてい
　　る。また、当院入院中の男性患者様について、「家族が馬鹿にするようなところ
　　がある。電話を取り次いでくれなかったことがあった」と話されている。また、
　　スタッフに対して、「好きな人ができた」と話されている。
　　仕事について「1日1000円の給料でばかばかしい」「こんなに太っていて周りか
　　らどう思われているか不安」「同じ職場の人に、もっと待遇のいいところに転職
　　を勧められた」と話されている。

· 秋山　和子様　～心理士より情報提供あり。外来にて「最近母がボンヤリしており、体調も優れな
　　い。母が死んだらどうしよう」と話されていたとのこと。

· 中川原　義雄様～先週、32条の追加交付についてPSWより説明行っている。しかし、説明内容の確
　　認を行うが的外れな返答聞かれた為、ご家族に電話にて説明行っている。
　　本人様の妻に説明予定していたが、母様応じられ「妻と本人との関わりは殆どな
　　く、本人の事に妻は関知しない」との話あり、母様に説明実施している。説明に
　　対し母様より「いい制度だと思う。お金もないし是非お願いしたい」との話あり、
　　1月26日付で申請している。

＜就労前準備段階プログラム・報告＞

○今回は、先週実施内容の『薬のメリット・デメリット』を踏まえ、『障害の開示・非開示について』プログラム実施している。

· 佐藤　朗子様　～プログラム中にノートの一部を黒く塗りつぶしていることあり。障害の開示・非
　　　　　　　　開示について、「障害を開示すれば仕事が辞めにくくなる。非開示にすると、働
　　　　　　　　いてみて自分の判断で仕事を辞めることができる。だから非開示がいい」と話さ

　れる。

· 庭野　弘樹様　～障害の開示・非開示について非開示が良いと話される。理由として「就労しやす
　　　　　　　　いと思うから。偏見で取ってくれないかもしれないし、私が社長なら取りません」
　　　　　　　　「開示して仕事をすれば病気のせいにしてしまいそうだけど、非開示にすれば自
　　　　　　　　分で責任を持って仕事ができると思う」と笑いながら話されている。
　　　　　　　　また、病気について、「症状に独り言があるけど私は困りません。困るのは家族
　　　　　　　　でしょう」と話される。薬について、「飲まなくてもいいと思う」と話し、スタ
　　　　　　　　ッフよりなぜ今服薬しているのかを問うと「一応です」と話されている。

· 川口　八寿子様～挙手して発言されている。障害の開示・非開示について、最初は非開示と話され
　　　　　　　　るが、他者の意見を聞き最終的には「どちらにするか迷う」と話されている。

